
主題： 創造で築く あなたの未来

会場： 国立オリンピック記念青少年総合センター　センター棟 １F/３F、国際交流棟 １F、カルチャー棟 ２F （東京都渋谷区代々木神園町3-1）
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J16

陳　増尭　 JE
(台湾国立交通大学) J21 上村　輝之　　　　　　　　　 JE

 (アイディエーション・ジャパン㈱)
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15:00
J01

桑原　正浩　 　　　　　　　 JE
(株式会社アイデア) J06

大津　孝佳　 　　　　          JE
(沼津工業高等専門学校)
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J17

吉田　尚之　　JE
(JNC株式会社) E01

Yip Mum Wai 　　　　     EJ
 (Tunku Abdul Rahman Univ.)
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J02 川上　浩司          　　       ＪE

(京都大学) J07
牧野　公一                      JE
(株式会社IHI)
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J18

片桐　朝彦　 JE
(株式会社アイデア、ＳＷＣＮ) J22

池田　理 　                 JE
(JTS・Ｂ＆Ｍ研究分科会)
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16:00
J03 緒方　隆司          　　       ＪE

(オリンパス株式会社) J08
澤口　学　                       JE
 (早稲田大学)

16:00
J19

林 政広　　JE
 (株式会社協和精工) J23

永瀬　徳美　              JE
 (ソニー株式会社)
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16:25 16:25 16:25

16:30
J04

藤川　一広　 　　　　　　　JE
(オリンパス株式会社) J09 志方 敬                          JE

　(JTSオープンタスクサブ分科会)

16:30
J20

井坂　義治　　JE
(株式会社アイデア) J24 志方 敬                          JE

　(JTSオープンタスクサブ分科会)

16:30

16:55 16:55 16:55

17:00
J05 池田　昭彦                   JE

（ソニー、神奈川工科大学） J10 中川　徹　　　　　　　　　　 JE
 (大阪学院大学 & クレプス研究所)
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JI03

17:00

17:15
終了

17:15

17:25

17:40
夕食 & 交流会　　　　　　　　　　J(E)

17:40
J 日本語のみ

JE
JE

日本語発表、並行投影

EJ 英語発表、並行投影

J(E) 日本語、一部英語

19:10
終了

19:10

創造的問題解決実践の指導ノウハウ

A会場　　　　　　　　休憩 (5分)　　　　　　　　　 　　

長井　哲也 (MPUF)　　　　　　　　　　　　　                                    JE
原因探索展開（DeSC）　～問題の原因を整理する～

ＱＦＤ－ＴＲＩＺによる
問題解決からの商品企画

 ＴＲＩＺ＆ＴＭ＆シミュレーションによる
コマの開発　～その２～

「筋の良いビジネスモデル」を構築する
ためのTRIZ流筋道のつけ方

TRIZで
革新的なヒット商品は出せるのか？

A会場　　　　　　　　休憩 (10分)　　　　　　　B会場 

一般発表 (ポスター)

TRIZ適用拡大のための一法 Ⅱ

休憩 (10分) 

A会場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B会場 

昼食休憩 (90分) 

高木　芳徳　(　)                                                                   JE
TRIZ利用者のすそ野を広げる 発明原理ワークショップ ～

A会場　　　　　　　　休憩 (5分)　　　　　　　B会場 

チュートリアル

A会場　　　　　　　　休憩 (5分)　　　　　　　B会場 

凡例 (種別) 

一般発表 (オーラル)

A会場　　　　　　　　休憩 (5分)　　　　　　　　　　　 

特別講演

全く新しい市場で話題を勝ち取る製品を企画するためのアプローチ

解答例の紹介と解説

基調講演

A会場　　　　　　　　休憩 (5分)　　　　　　　B会場 

顧客価値をブレストする
ＡＲＩＺ的思考フレームワーク

「連合ブランド電動二輪車用の着脱式電
池管理システム」開発における事例

技術・市場・社会の 3方面のアプローチを
組み合わせた新商品企画テクニック

開会/閉会/協会総会

ＴＲＩＺを含む科学的アプローチ推進の
スパイラルアップ

TRIZによる創造性教育の提案
～オープンタスク・サブ分科会報告～

A会場　　　　　　　　休憩 (5分)　　　　　　　B会場 

USIT 適用事例集と「6箱方式」

夕食 & 交流会 

開発者がＴＲＩＺを自然に使えるような
仕組みづくり

日本式と新興国式のグラスルーツ・
イノベーションの協調の可能性

A会場　　　　　　　　休憩 (5分)　　　　　　　B会場 

凡例(発表・投影言語)

黒澤　愼輔

(NPO法人TRIZ協会 新しい時代の教育研究分科会主査／TRIZ塾代表)

　レストラン「とき」　　　　休憩 (15分)　　　　　　　　　　 　　　　　

閉会挨拶   前古 護　(日本TRIZ協会)　　　　　　　　　　　　　　　　　   JE

JNC株式会社におけるTRIZ活動の変遷
A Case Study of TRIZ
in Automotive Industry

古謝　秀明　(USITものづくり技術サポート)　　　　　　　              JE
青色LEDの重要技術要素をTRIZ的に解釈する

昼食休憩 (80分) 

集合写真撮影 

幼・小・中・高専連携による創造型
キャリア教育におけるTRIZの実践

ポスター会場

A会場　　　　　　　　休憩 (5分)　　　　　　　B会場 

主催： 日本ＴＲＩＺ協会
後援： 日本知財学会、品質工学会

協賛： 応用統計学会、情報・システム研究機構 統計数理研究所 リスク解析戦略研究センター、
　　　　統計センター、日刊工業新聞社、日本科学技術連盟、日本設計工学会、

　　　日本創造学会、日本バリュー・エンジニアリング協会

プログラム

福原　證（アイテムツーワン）

第１日  ９／３ (木)  第２日  ９／４ (金)

技術におけるハイブリダイゼーション

長谷川　公彦　(日本ＴＲＩＺ協会・知財創造研究分科会)　　　　　　　JE
価値評価から創造する方法（高齢者の新しいライフスタイルの提案２）

チュートリアル         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J

黒澤　愼輔　(JTS・新しい時代の教育研究・シラバスサブ分科会)　　JE
サブ分科会活動内容の紹介

不便の効用を活用する
システムデザインのためのマトリックス

TRIZ活用に有効な機能分析方法

A会場　　　　　　　　休憩 (5分)　　　　　　　B会場 

 

　　　　日本TRIZ協会 総会　　　J

A会場

 開会挨拶   三原 祐治 (日本TRIZ協会)　　　　　　　　　　　　　　　　　　JE

システムアプローチ

特別講演 　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JE

A会場

第11回 日本TRIZシンポジウム 2015

　　　　　　　　2015.8.16

基調講演                                    　　　　　　　　　　　  EJ

A会場

ワレーリー・プルシンスキー
 （ＴＲＩＺマスター）

B会場
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